
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度 事 業 報 告 書

壺錘塑L豊団ヨ襲蓋人_重塑里蔓塁塁≧塑些≧___

1 事業の成果

令和 2年度事業報告添付

2 事業の実施に関する事項

事業の実施に関する事項詳細添付



令和 2年度 事 業 報 」ヒ
口

令和 2年 4月 1日 から令和 3年 3月 31日 まで

1事業の成果  (各事業所の報告は別冊資料参照)

・令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い社会的に大きな影響がありまし

た。その厳しい状況の中、就労継続支援事業所をはじめ各事業所では、メンバー支援を

第一に運営を続けてきました。利用に際しては感染症対策を徹底し、職員も平常心を保

ちながら安心して通所できるように取り組みました。また、通所しにくい方への在宅支

援も着実に実施し、一人ひとりに合わせた支援を継続的に行いました。

・経営の安定化に向けて、改善への取り組みに着手しました。法人内部として、賃貸不動

産・駐車場・光熱費の契約・販売管理費 0人件費等の精査、見直しをしました。また、

夢像の一部業務を夢草子に移行することで給付費収入増加につなげる取り組みを行い

ました。A型事業所の畑 deき っちんについても B型移行への検討を進め、関係行政機

関との協議・調整に着手しました。対外的に情報発信をしながら新たな財源を確保する

手法として、日本フィランソロピー協会の中高生が主役となリコロナ禍で奮闘するPO
の動画を制作、寄付を集め応援するプロジェクトヘの参加をしました。法人として「コ

ロナを乗り越えて～就労困難者にも活躍の場を」というテーマでクラウドファンディン

グを実施し、その財源で備品購入等に充当することができました。

・認定ⅣO法人多摩草むらの会、社会福祉法人草むら、株式会社グリーンガーラと3つの

異なる事業組織を持つ多摩草むらの会は、会議等での情報の共有や各事業所の特徴や強

みとしての生産・加工・販売等、より多くの効果につながるように連携を図りました。

・株式会社グリーンガーラの人王子市堀之内に借受けた農地「ファームパーク」の有効活

用を進めました。もぎとり野菜体験型の販売や無人販売所の充実を図り、安全安心な食

材の提供を通して地域の方々に親しまれてきました。また、各事業所で実施するメンバ

ーを交えた販売でも、買い物利用者の定着や理解も深まりました。

◆事業所別事業報告

◇グループホーム運営
・入所者からの相談を重視し、利用のニーズの受け止めや決定した内容の実現に取組み、

退所後の地域生活が確実につなげられるよう、「出来る」ことに視点を置いた、メンバ

ー支援を行いました。
・関係機関からの緊急入所及びすでに地域単身生活者が、近隣環境等の影響で生活に不具

合が生じている方の受け入れも行いました。

・新型コロナウイルス感染予防については、検温の実施、 3蜜を避けた交流室の運営等、

着実に取り組みました。

◇就労支援事業所運営
・畑止_童2上上
・新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により政府・都のガイ ドラインに添った店舗運

営と感染予防の徹底が求められました。就労継続 A型事業所として、雇用調整助成金制

度を活用するなど施設休業中を含めて利用者の雇用を継続し、経済的安定を図りながら

社会的な不安の中で孤立せずに社会生活を営めるように支援をしてきました。

・lヶ 月間休業や営業時間の短縮の中での営業が続く中、年間売り上げの約 3割の宴会に

よる団体利用が0件 となり、前年度対比約 6割の売り上げとなりましたが、時間短縮に

よる休業補償や補助金申請、助成制度の活用をしつつ事業の継続に努めました。



・就労継続 A型事業所として、一般企業就労者を3名 、法人内事業所への雇用者 1名の実

績を上げることができました。
・都内唯一畜産コースをもつ都立瑞穂農芸高校との連携し、幻の豚肉中ヨークシャー種の

豚肉を使用したメニューの提供と農福連携活動として協力・実施しました。

・夢うさぎ
・事業所工房部門に目を向け充実を図り、マスク等の新商品の開発や定番商品の充実に取

り組みました。
・コロナ禍でのメンバーと家族の不安・負担の軽減、感染拡大の観点から在宅支援や電話

相談、面談を強化し安心確保に努めました。・平均工賃月額アップを目標に掲げ、スキ
ルアップのための支援に力を入れました。

・_遊壁
・寒天茶房遊夢では、コロナ禍の影響により、昨年 10月 から店内飲食停止と店内弁当販

売を開始し、更に 1月 より事業内容を配達専門とし実施してきました。
・2店舗運営については、前年に続き、病院・薬品会社等の弁当注文が増加、どリーむふ

ぁ―む夢畑カレー店へのカレー、寒天ゼリー、各種惣菜の納品も増え売上増加につなげ
ることができました。また、店頭で販売している野菜や果物等についても仕入回数を増
やして新鮮な品物の提供をしました。

・豊 X
・道路清掃活動、月刊誌・団体会報・草むら通信・発送委託物・草むら通信の発送作業を

継続して実施しています。作業のより正確さと丁寧さを目標に使用道具などの見直しを
行い、合理化、効率化を図りました。

・課外活動では、気功健康体操と笑いヨガ、テニス、卓球、イラスト教室、コーラスなど
を継続実施。新たにゲー トボールや散歩など開始。他事業所メンバーも参加し、交流の
場となっています。

・にんじん工房は、作業内容等に配慮して 10月 1日 より夢草子の活動としました。
・夢畑産野菜を使ったスイーツ作りとして、お菓子作りが好きなメンバーを中心に、にん

じんケーキ、にんじんクッキー、タコ焼き (タ コの代わりに椎茸や野菜入り)な ど手作
りおやつの活動としました。

・」塑:坦

0(株)グリーンガーラと連動した夢畑での営業活動は、労働力効率と出荷作業効率の改
善を目的に、他業者からの仕入による野菜の販売の中止、及び賃貸契約満了の 2圃場の
返却を行いました。その結果、(株)グ リーンガーラ生産野菜による営業売上高は前年
対比約 20%の増加となり、(株)グリーンガーラ生産品のみの売上高となり収益の改善
にもつながりました。

・椎茸の生産量は、菌床の仕入れ時機を見直して収穫量の増加へつなげました。販売状況
は、コロナ禍の影響により、道の駅を始め事業所関係への出荷量は前年対比 41%減とな
りましたが、それを補うために (株)グ リーンガーラ・ファームパークでの無人販売所
のリニューアルを行い直接販売の強化、及び夢畑でのメンバーを含めた外部での販売活
動の強化に努めました。

・ファームパークでは毎週土曜日、とれたて野菜の直販やお子様連れのご家族に好評いた
だいた、もぎ取り野菜の体験型販売は、「夢畑」ブランドとして認知度 Wにつながり、
売上増加につなげることができました。



・皇 壁
0人王子市の公園指定管理者ひとまちみどり由木との業務委託契約を5年継続し、八王子

市東部地区14公園の清掃を引き続き行いました。
・草むら関係では、社会福祉法人草むらグリーンビレッジの共用部分、事業所調理室の定

期清掃、GHの共用部分、賃借交流室定期清掃を受託実施しています。
・ハウスクリーニングについては、委託業者と連携して相互に受注、発注を行っています。

塑獲 :二

・オープンして 6年経過する草むらショップは多摩法務局証明センター内での収入印紙

や切手などの販売と草むら産品を販売し、アンテナショップとしての役割を引き続き担

っています。
・制作室は、草むら通信の編集・制作、メンバー作品紹介サイ ト「夢草子 Web版」、冊子

版「夢草紙」の企画・編集・制作、草むらの会紹介動画の制作、その他各種チラシやポ

スターなどの制作を行ってきました。
・アー トプロジェクトは、室内装飾品のデザイン・制作のほか、大学やクリニック等の依

頼を受け各種イラス ト、チラシ、ポスター、カレンダー等の制作をしています。

にんじん工房は、令和 2年 10月 に夢来から夢草子に所属を変更し、布小物・つまみ細

工等の制作をしてきました。

0パ z三 ンサロと菱像
・平成 28年 (2016年)1月 「パソコンサロン夢像」として活動を開始し、5年を経過し

ました。コロナ禍の中にあつても、通所を希望される方の見学や体験が毎週のように続

き、利用者も年間延べ 1万人を超え、1日 平均約 33名 の通所者がある事業所となって

います。
・居心地の良さを求めた環境づくりを行うと共に、学習の場及び居場所を提供しました。

心のリハビリを目的に生活リズムを整えることを目標に、新聞や情報誌の提供や室内の

装飾などに気を配ってホッとできる環境を整え、通所しやすい事業所運営を行いました。

また、事業所内のパソコン教室を開講し、Microsoft Officeを習得しやすいように学習

面の充実を図りました。
・就労に向け名刺作成やアンケー ト入力・データ入力などの工賃作業を提供、さらに、イ

ンストラクターやパソコン教室での講師を行うことで、技術面だけではなくコミュニケ

ーションのスキルアップを図っています。

・個別支援計画を基に、生活上の問題や就労に向けた活動に対し、各種の社会資源や支援

者との連携協力による支援を行うなど、相談の場を提供してきました。

◇相談支援事業 (相談支援センター待夢)

・八王子市からの委託「相談支援事業」は、人王子市のみならず近隣市区に居住する本

人および家族からの相談が年間 3,100件を超え、そのうち本人からの相談は約 2,300件

を占めています。また通所施設等の地域内福祉機関とは、利用希望者を相互に紹介した

り、定着のための継続支援を行つたり情報共有と連携強化を図っています。

・八王子市からの委託「地域生活支援事業」は延べ 15人を対象に年間 1,700回を超える

支援回数となっています。
・ピア活動は、コロナ禍で活動はほぼ中止となり、オンラインでのピアミーティングを5

回実施しました。また、訪問病院へのビデオレター、病院訪問用の DⅦ 作成を企画協力・

撮影で同法人の夢像へ依頼して制作しました。年間活動は延べ 115人参加しました。



・八王子市の障害者虐待防止法に基づく緊急電話設置対応は委託 5事業所との持回りで

年 2ヶ 月担当しました。
・サービス利用計画事業である計画相談業務については、年間を通じ144名の実利用

者に対し、相談回数は 447回 を数えました。

◇第二者評価の実施
・第二者評価は、夢来と夢畑が前回受審後 3年を経過したため受審しました。各事業所の

組織面及びサービス面について第二者評価機関アシストの評価者によるアンケート調
査表及び自己評価表の分析と実地調査を通じ評価を受けました。総じて高い評価を受け
ましたが、これに甘んじることなくさらに良い職場環境の維持改善に努めます。

◇本部・家族会
・「フリースペース草むらの集い」は、令和 2年度もほぼ毎週土曜日にマルベリーコー ト
205号室にて年間 50回開催し延べ 299名 の参加がありました。草むらの会メンバーや
その友人、家族、支援者たちが集い、仲間同士の交流そしておしゃべりの場、お茶飲み
の場、日頃の悩みごとやぐちを言える場、ひまつぶしの場など、気軽に参加できる場と
して定着し好評を得ています。

・「ヒアリング・ヴォイシズ」は本部主催・家族会協賛で、障害のある当事者の幻聴や妄
想や実生活などを語り理解する会を、緊急宣言下での 5月 開催の中止を除き、令和 2年
度は奇数月に年 5回開催し、延べ 62名 の参加者がありました。講師による、やさしく
て為になるお話と質疑応答は当事者にも家族関係者にも役立っています。

◆メンバーお楽 しみ交流会の開催
例年行なわれていた感謝祭は、コロナ禍のために中止としましたが、メンバーが楽しめ
る行事として 11月 に夢畑を会場にして実施しました。音楽隊のコーラス、お弁当0豚

汁・スイーツを楽しみ、午後は職員が工夫をしたコーナー (重量当てゲーム、輸投げ、
クラフト体験)、 ショウガの収穫体験などメンバー・職員 (約 100名 )と で楽しいひと時
を過ごせました。

◆研修旅行
令和2年度は、コロナ禍で中止となりました。

◆草む ら勉強会
コロナ禍の影響で令和 2年 4月 から12月 まで休止し、令和 3年 1月 から3月 で 3回開
催しました。 を講師に「コロナ禍の事業所対応」など、メンバ
ー支援について検討会を実施しました。

◆対外活動 と連携
<大学等学校関係>
毎年行っている帝京大学での講義の他、大学生の体験実習や、PSWを育成する
「精神保健福祉援助実習」として大妻女子大学、帝京平成大学、東京医療学院大学に加
え、南多摩看護専門学校からの実習生受入れを継続しました。さらに瑞穂農芸高校を始
め近隣教育機関との連携が深まってきています。

<スポーツ関連>
・バレー部草むらドリームはコロナ禍の影響で対外試合は中止となりましたが、強化練



習に力をおいて練習を続けてきました。
・テニス、卓球を始めスポーツ交流活動も定期的に行っています。

<音楽活動>
美しいハーモニーを奏でる草むら音楽隊は年間を通じ52回の練習を行いました。

<八王子 自立支援協議会等への参画>
2018年度～2023年度までの 6年間の障がい者基本計画、および 2018年度～2020年度

の 3年間の第 5期障がい福祉計画の策定に参画し、連携を深めています。

◆事業所登録者、職員の推移

年度 定員 登録メンバー 職員

平成 31年 (2019年 )

4月

275人 404人 188人

166人 (-22人 )

155人 (-11人 )

令和 2年 (2020年 )

4月

275人 394人 (-10人 )

令和 3年 (2021年 )

4月

275人 396人 (+2人 )

◆一般就労実績

★ 平成 31年 (2019年)度
★ 令和 2年 (2020年)度
★ 令和 3年 (2021年)度

就労継続支援 B型から一般就労実績 15人
就労継続支援 B型から一般就労実績 11人
就労継続支援 B型から一般就労実績  8人
就労継続支援 A型から一般就労実績  3人



2.事業の実施に関する事項
特定非営利活動に係る事業 令和2年度事業報告

事業名 事業内容 実施 日時 実施場所
従事者の

人数
受益対象者の
舗田及び人教

事業費の
金額 (円 )

精神障害者の自
(1)立支援のための

事業

以下精神障害者

及びその家族

391,813

施設見学 コロナ禍で中止

講演会

総会 第15回定時総会・懇親会

コロナ禍で中止

6月 27日 グリーンピレッジ多目的室 15人/日 60人(委任含)

懇親交流会
フリースペース草むらの集い 毎週土曜日50回 マルベリーコート205 160人 299人

フリースペース主催クリスマス会 コロナ禍で中止

(計 359人 )

ほっとタイム<家族の茶話会> コロナ禍で中止

豊ヶ丘商店街あじさい祭り参加 (バザー出店 コロナ禍で中止

各所外販活動 24回 /年 多摩市、八王子市各所 4人 /日 80人

「草むらショップ」印紙等販売 242日 (土 日祝は休) 3.4人 /日 726人

(1+ 806ノ )`

精神障害者の総
|

合支援法に基づ

く障害福祉サー
ビス事業

(2)

研修旅行参加 (全事業所)

187,114,943

コロナ禍で中止

交流会(全事業所サータル・パーツ嘆流等)

・草むらメンパー交流会 令和2年 11月 13日 夢畑 60人 120人

・多摩総体育館スポーツ交流会 7回/年 多摩総体育館 3人/回 51人

・パレーボール強化練習 2回/年 多摩総体育館 2人/回 8人

・テニス交流会 9回/年 京王堀之内近辺テ‐スコート 2人/回 59人

・バンド活動 2回/年 ベルプ永山音楽室 2人/回 10人

・草むら音楽隊 52回 /年 ベルプ永山音楽室等 104人 506人

。イラスト教室 20回/年 夢来 2人/回 157人

。卓球練習会 44回/年 夢来 2人/回 411人

。気功健康体操 8回/年 夢来 2人/回 76人

(計1,398人 )

草むら湊 ;ップ外販絡事痢折担当硼) 通年、土日、視祭日を除く 草むらショップ前 2.1人 /日 910人

(計 910人 )

【乃房フト‐ムの管理運営】
グループホーム多摩草むら鶴牧 管理運営

365日

毎 日24時間支援

多摩センター交流室

15人/日

定員 6人

多摩草むら 颯之内上__宣理理堂 堀之内 I 交流室

定員70人

堀之内Ⅱ  管理運営 堀之内 Ⅱ 交流室

堀之内Ⅲ  管理運営 堀之内 Ⅲ 交流室

堀之内Ⅳ  管理運営 堀之内 Ⅳ 交流室

夢民 管理運営 夢民  交流室

夢民Ⅱ   管理運営 夢民Ⅱ 交流室

夢民Ⅲ   管理運営 夢民Ⅲ 交流室

音夢 I   管理運営 音夢 I 交流室

音夢肛   管理運営 音夢 Ⅱ 交流室

音夢Ⅲ   管理運営 音夢皿 交流室

音夢Ⅳ  ___萱壁 _
音夢Ⅳ 交流室

〈計 27,740人 )



令和2年度事業報告

事業名 事業内容 実施同時 実施場所
従事者の

人数
受益対象者の
鐘田及び人数

事業費の
金額 (円 )

精神障害者の総

rり 合ヽ支援法に基づ
“`′く障害福祉サー

ビス事業

|,こ1■A+B)` '理運営】

483,438,543

・畑deき っちん (A型 ) 1月 1日 のみ休み 畑deきっちん 4.6人 /日 2,818人

(日・祝・年末年始)休み 夢うさぎ 4人 /日 4,102人

(計 6,920人 )

・遊夢 (日・祝・年末年始)休み 遊夢 5.9人 /日 2,870人

。夢来 〈土・年末年始)休み 夢来 3人/日 9,141人
。夢畑 毎日(年中無休) 夢畑。近隣の畑 13.3ノに/日 7,451人

。草夢 年末年始のみ休み 受託公園他 4.8人 /日 6,231 人

2,407人(日 。年末年始)休み 夢草子 6.3人 /日

(日
。年末年始)休み パソコンサロン夢像 7.3人 /日 10,273人

(計38,373人)

(A+B合計 45,"3人)

(3)

精神障害者の総
合支援法に基づ
く相談支援事業

以下精神障害者
及びその家族

16,339,463

(八王 営】

相談支援センター「待夢」管理運営

(土・祝。年末年
始)休み

待夢 2人/日 3,117件

地域連携事業

(施設利用・就労。ケア会議。苦情。虐待・差別等)

待夢。連携事業所 1人/件 1,752件

待夢 1人/件 447件 (144人 )

(計 5,316件 )

ピアサポーター・ミーティング 100回 待夢 2人/回 150人

(計150人 )

精神障害に関す
′ハる講習会、セミ
仕`′ナー・シンポジウ

ム等開催事業

精神障害者及び
その家族

273,721

ヒヤリ 5回 夢来 2人/回 62人

【支援者研修会の開催
草むら勉強会 勉強会)

～基本知識・事例検討。お悩み相談等～
3回 夢うさぎ/夢来 3人/回 27人

待夢 法人内研修・支援者会議 コロナ禍で中止

(計 89人 )

ホームページ開設・

伝、運営、機関紙、啓発υ`′
書等の発行による普
及啓発事業

草むら通信の作成。発送
2,100部/月 。年間12回

毎月25日 頃
編集:夢草子

封入。発送:夢来
10人/回 299人

273,721

見学会の開催 13回
草むらの会施設

4人/回 120人

12回 3人/回 150人

(計 749人 )

1 精神障害者及び
| その家族と市民と
|(6)の交流を目的とし.た

イベント等の
開催事業

晴神障害者及びその

家族、一般市民 (当

法人参加普数)

フジモリONEPARK出展 11月 7日 富士森公園 16人 (20人)

132,075(計 20人 )

その他この法人の
(7)目 的を達成するた

めに必要な事業

て下精神暉警百の

:族及び支援 に従
,オる者

1,506,514(計 0人 )



金艶圏艶二旦L工

会計基準に関して

注記に明示したNPO法人会計基準によるが、東京都より認定
特定非営利活動法人として、認定を受けた為、障がい者自立支
援法下における就労支援事業の会計は、就労支援事業の会計
処理の基準に依るよう通達があり、それぞれに添付書類を付ける
事とした。

1。 活動計算書類
1)。 法人 活動計算書
2)。法人 活動計算書 管理費別明細
3)。法人 活動計算書 管理費案分明細
4)。 多機能型事業所 事業活動明細書
5).多機能型事業所 事業別 事業明細書
6)。就労継続支援B型事業所 事業活動明細書
7)。就労継続支援B型事業所 事業別事業明細書

2。 貸借対照表
1)。 法人 貸借対照表
2)。 法人 貸借対照表明細書

3.財産目録

4.決算書注記

5。 会計監査報告



令和2年度 活動計算書      (裏 面あり)

令和2年4月 1日 から 令和3年3月 31日 まで

認定特定非営利活動法人 多摩草むらの会

科
日

【 金  額

I 経常収益

1 受取会費
正会員受取会費 年会費 (6千円)68名 384,000

133,000・ 賛助会員受取会費(3千円)

517,000

2 受取寄付金
3,640,000・ 受取寄付金

受取特定寄付金 1,209,384

20,500受取評価益
4,869,884

3 受取助成金等
87,530,547受取補助金

特定補助金 35,784,383

3,782.522百百ナ関連補助金
2,000,000コロナ関連特定補助金
970.000夏取所蔵蚕
180,000特定助成金

130.247.452

4 事業収入
・ 精神障がい者の自立支援のための事業1区

`△
L

・ ]lii:|:i::illilil丁 ]ヽlii:i:i:|llill::::ll;「

::こ
::::「

ii:::F:;:'i:i「

lliliI:フ iii「

226,972,941障がい福祉サービス「共同生活援助」事業堅益
73.445.585

~~~~~丁
薄洒可調丁こで刀フ蘭理睡Ⅸ区亘菫図ヒ_

311,241,225・
~霧

層が
'ヽ

福祉サービス「就労継続支援B型」事業収企
14,416,344

~~~~~丁
孤王子:〒〒業務覆語に百ラ爾覇医ヲ零毒廻図匡三二三三

20,000・
~普

:及 :;:::::;::i事 :薬::反
「
益

~

当事者、家族、市民との交流イヘ・ント等開催≡業収益
2.286.200不可画葬霧F課収益

628,382,295

5 その他収益
・ 受取副賞

214,800・ 受取還付消費税
30,560

~~=~更
頭謝石蚕

1,144,792受取手数料
650.000受取運営費
568,757その他戻扇 孤

2.608.909

766.625.540経常収益計

I 経常費用

1 事業費
事業費用

391.813
~~~~丁~藉

手「雇i不可=硯蒻:河E憂]≡更[夏ら7巨めの事業費用_
179,154・

~蔭
がい福祉サービス費用

186.935.789
~~~~~丁

面雨誦而ア琵爾■蔵蘇彊Ⅲ亘亘三正三
107,890,184藤下雨画面要¬勇T多機能型事業所」費用
375.548.359

。天王子雨業務受託による相談支援費用 16,339,463
273,721

~~~丁
菩厠蕩雇覇覇爾

132,075・ 晋軍堵〒家族、市民との交流イだント等開催費用
1.506.514。その他必要事業費用

689,197,072
689,197,072事業費計



2 管 理 脅
〔11 人イ牛え蒙

給 料 手 当 40,199,041
福 利 厚 生 脅 837.50

41.036.544
〔21そ の 他 経 晉

旅費交通費 16.644

車両費 295,555
地代家賃 6.522.569

水道光熱費 273,796
通信費 3.090.1

賃借料 944,694
・ 備品 69,410

消耗品 322.191

印刷費 429,592
研修費 1.400

手数料 791,126
諸会費 55,800

顧問料 1.745,144
。新聞図書費 50,116

修繕費

清掃費 208.556
広告宣伝料 48,000

交際費 313.732

会議費 106,231

雑 費 124.234

保険料 159,660

租税公課 726,550
減価償却費 332.577

16.627,709

管理費計 57,664,253

経常費 用 計 746.861.325

当期経常増減額 19,764,215

皿 営業外収益
受取利息 9,570

・ 受取配当金 876
営業外収益計 10.446

Ⅳ 営業外費用
二払利息 1,984,320

債権売却損 584.849

営業外費用計 2.569.1

V 特別利益
前期損益修正益 2,741,269

固定資産売却益 70.000

特別利益計 2,811.269

菫 特別損失
前期損益修正損 4,552,948

・ 固定資産除却損 71.523
特別損失計 4,624.471

税引前当期正味財産増減額 15,392,290
法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額 15,392,290
前期繰越正味財産額 55.234,024
次期繰越正味財産額 70,626,314
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令 和 2年 度 多 機 能 型
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令 和 2年 度 多 機 能 型 事 業 所 事 業 明 細 書
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令和2年度貸借対照表
令和3年3月 31日 現在

認定特定非営利活動法人 多摩草むらの会

科
日

Ｈ 金 額

136,086,047

59,094,331

26.755。 404

31

97.798,660

55。 234.024
15。 392.290

195_180_378

I I賢産の部
1 流動資産

現金預金

売掛金

棚卸資産等
立替金

前払費用
未収入金

仮払い金

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

負 債 合 計

2 固定資産
建物
付属設備

構築物

機械装置
車輌運搬具
工具器具備品
土地
施設利用権
出資金

差入保証金

長期前払費用

長期貸付金
固 定 資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

未払金

未払費用

未払消費税等
預 り金

仮受金

預 り保証金

流 動 負 債 合 計

固定負債
長期借入金

固 定 負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増減額

正 味 財 産 合 計

負債及び正味財産合計

2

12,247,676
3,804,721
3,026,267
3,307,331
4,692,628

108,960,256
47,168

4,201,792
1,337,902

28,740,321
39,532

725,606
607,053

8,187,117
0

1,230,000
14,025,008

0

0

0

15,751,507
0

2,967,216
8,003,681

33,000

97,798,660



口
〓令和2年度 財 産 「 =¬匡ユ巡

令和3年3月 31日 現在
認定特定非営利活動法人 多摩草むらの会

金  額科  目

12.247_676

3,026,267

3,307,331

4,692,628

28,740,321

607,053

8,187,117

15,751,507

8,003,681

97,798,660

９
“

７
‥

47,168

1,991,21

910,1

39

2,967,21

4,201,

1,337,

97.798.660

2.固定資産

［̈
宣形固定資産

建

投資包�強産
出  資

1.流動資産
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金
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諦
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工
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長期貸付金

払  金

用

窃
金

金
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費

　
　
証

ヽ
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未
仮

預
預

Ⅱ 負債の部
1.」血動負億

未



令 和 2年 度 決算書類の注記
1会計基準

(1)財務諸表の作成はNPO法人会計基準による。

(2)事業別事業活動明細書と事業別事業明細書は、行政からの指導により作成添付した。

2重要な会計方針
(1)固定資産の減価償却の方法

・建物は定額法によつている。
。その他は定率法によっている。

(2)消費税の会計処理

・消費税の会計処理は税込方式によっている。

(3)棚卸資産の方法

・先入れ先出しによる残存資産である。

3事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りである。

事業区分 多機能事業所 就労支援B型 相談支援 共同生活援助 管理部門 合計
l経常 収 入 ]

会を収 入 ハ
Ｕ 517_000 517.000

せ取寄付金等 ｎ

〉 20_500 3.640.000 3_660_500

受取特字寄付金 797.500 ｎ

ｖ 411_884 1_209_384

唾取補助金等 15。 186.935 6_803.612 87^530_547

受取特壼補助今 2.841.736 25.136.596 7.806.051 ＾
Ｕ 35。784.383

コ

こコ

2.160.000 300.000 300.000 3.782.522

1.000.000 1.000.000 2.000.000

受取助成冷等 ハ
Ｕ 970.000 ＾

Ｕ 180.000 1.150.000

事業収入 73.445.585 311.241.225 16_702.544 226.972.941 20.000 628_382^'95

雑収入 ｎ

Ｖ 1.763.483 325.770 477_252

経常収入合計 95。431.756 235。 404.762 13_072.270

[経常費用]

活動事業者 46.282.783 112.646.110 120_000 79。916.536 1_219.135 240_184^564

園業目 ｎ
Ｕ 336.463 48_400 46.215

41,289,201

633.350

人件書 51.175.633 226.340.909 12.011.311 89.433.278 420.250.332

交通を 2.882.703 11.848.316 101.702 393.929 15.243.294

行事を 6.056 565.185 ＾
Ｕ 2.442.433 3.013.674

車両書 57.490 2.300.387 146.495 295,555

1
地代家管 1.734.800 6,690,614

水道光熱春 221.372 280,634 502.006

通信者 353_694 1.270.054 189_447 3,126,762 8.289.702

備品費 72_490 456.822 1.751.210 69,410 2.349.932

賃借料 837.700 6.053.481 728_029 1.256.107 969,576
9。 844.893

消耗 品他 2.407.944 3.914.029 227_012 3.074.929 3,865,972 13.489.886

渭:扁目 519_958 41_030 1.472.431

修層目 206.008 10.560 498,092
ｎ

Ｖ 1_517_009

損害保険料 140.780 827_120 361.540 159,660 1_519_660

16.700 80.040 726,550 898.210

697.344 384.237
ｎ

Ｖ 1.081.581

圏目 504.760 1.234.912 1.023.774 311, 3.075.180

圃価:固囲日 1_728_141 5.243.399 6.777 9^680 7_320_574

経常を 用計 16.219.463 186_982_004 59.562.580

田田市研覇罫認コ 405.485 48.422.758 -46.692.582
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4使途等が制約された寄付金等の内訳

当法人の正味財産は70.626.314円であるが、そのうち1.209。384円 は下記のように使途が特定されている。

固定資産の増減内訳

固定資産の増減内訳増減は以下の通りである。

6  借入金の増減内訳

借入金の増減内訳は以下の通りである。

相手先 期首残高 増加額

797,500

減少額 期末残高 内容

特定寄付金
タラウドファンディング盤名樹 797,500 多機能事業所備品。材料費

日本フィランソロピー協釜
ｎ

ｖ 411,884
ｎ

Ｖ 411,884 B型事業所備品

特定補助金 国保遠合会
ｎ

Ｖ 28,119,393 28,119,393
ｎ

ｖ 福祉・介護職員処遇改善

行 政 7,664,990 7,664,990
ｎ

Ｖ 事業所家賃補助

コロナ特定補助金
行 政 2,000,000 2,000,000

ｎ

Ｖ 生産活動活性化補助

特定助成金 福)多摩市社会福祉協会 180,000 草むら通信発行

合計
ｎ

ｖ 39,173,767 37,964,383 1,209,384

科 目 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 当期末価額 当期償却額 当期末帳簿価額

建 物 △ 265,776 4,201,792

日目調冊 △ 319,590 1,337,902

歴吾コ易 33.962.503 33.962.503 △ 5.222.182 28,740,321

隔爾ヨロ 146.655 146.655 △ 107,123 39,532

車両運搬 具 695。 799 660,000 1.355.799 △ 630,193

工具器具備 品 1.521.641 1.521.641 △ 914.588 607,053

土地 8.187.117
ｎ

Ｖ

Ａ
Ｕ 8.187.117

ｎ

ｖ
8,187,117

固定苔産計 50.638.775 660.000
ｎ

Ｖ 51.298.775 /ヽ 7_459_452 43.839,323

科 目 相手先 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高 備考

長期借入金 多摩信用金庫 48,599,000 0

0

7,452,000 41,147,000 運転資金

日本政策金融公庫 28,380,000 5,160,000 23,220,000 運転資金

東京厚生信組 4,595,053
ｎ

Ｖ 1,927,393 2,667,660 運転資金

多摩市制度融資 8,760,000 2,496,000 6,264,000 運転資金

他 15作 24,500,000 24,500,000
,L=徊 mユ[口5ノ  ヽ ユムワ 」_:′

田

合計 114,834,053 17,035,393 97,798,660



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人 多摩車むらの金

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

ピ以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)

口各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間
報酬 を受けた期間

(該 当者のみに記入)
氏   名

1
{ 監事

カザマ ミヨコ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年 月

月

日

日年風間 美代子

2

⌒

Q竪多〉監事
マツオカ ミヤコ 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 26日

年  月  日

年  月  日松岡 都

●
０ 〇

監事

ムラカミ シュウ
ヘイ

令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日
村上 秀平

４
‘

⌒

里ヽジ 監事
ニイクラ タカシ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日新倉 隆

5
⌒

理ヽジ 監事
フジモ ト ユタカ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月 日

日年 月藤本 豊

6
⌒

理事ヽ 肇壼リ
フカヤ マコ ト 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 26日

年 月

月

日

日年深谷 誠

７

１
理事

〇

)Va aw 令和 2年 6月 26日

令和 3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日野城 浩二

０
０ 理事・監事

年  月  日

年:  月   日

年  月  日

年:  月   日

Ｑ

υ 理事 。監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年 月 日

10 理事 。監事

年

年

月

月

日

日

年  月 日

日年 月



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

利ヒ員 名 簿 (社員のうち10人以上の者の名簿)

令和 3年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人多摩草むらの会

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 平野  良治

2 村上  秀平

3 土田  絹江

4 風間 美代子

5 松岡  都

6 宮沢  成子

7 庄司  昇

8 栗木  員理子

9 松田  南都子

10 杉浦  信一

11

12

13

14

15


